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(57)【要約】
　
【課題】　異音の発生を抑制する。
【解決手段】　対の固定接点部１０，１０に接触して対
の固定接点部間を短絡させることで回路を閉じ且つ対の
固定接点部から離れることで回路を開く可動接触子２を
備え、回路を閉じた状態の可動接触子２に接して可動接
触子の揺動を抑制する抑制材５を備える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対の固定接点部に接触して対の固定接点部間を短絡させることで回路を閉じ且つ対の固
定接点部から離れることで回路を開く可動接触子を備えるとともに、回路を閉じた状態の
可動接触子に接して可動接触子の揺動を抑制する抑制材を備えていることを特徴とする電
磁継電器。
【請求項２】
　上記抑制材は、弾性を有するものであることを特徴とする請求項１記載の電磁継電器。
【請求項３】
　上記可動接触子は、対の固定接点部に接する可動接点部を長手方向両端部の一面に有し
ており、上記抑制材は可動接触子における上記可動接点部を有する側の面で且つ長手方向
中央部の両側部に夫々接するものであることを特徴とする請求項１または２記載の電磁継
電器。
【請求項４】
　上記可動接触子の上記両側部に夫々接する抑制材は相互に連結された形状となっている
ことを特徴とする請求項３記載の電磁継電器。
【請求項５】
　上記可動接触子は、対の固定接点部に接する可動接点部を長手方向両端部の一面に有し
ており、上記抑制材は可動接触子における長手方向中央部の両側面に夫々接するものであ
ることを特徴とする請求項１または２記載の電磁継電器。
【請求項６】
　上記可動接触子は、電磁石によって駆動されるシャフトに遊びを持って連結されたもの
であるとともに、接圧ばねによって固定接点部に向けて付勢されたものであり、上記抑制
材は上記シャフトと可動接触子との間に配されて可動接触子に接触するとともに上記接圧
ばねが可動接触子に及ぼす力の方向と逆方向に上記可動接触子に圧力を加えるものである
ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の電磁継電器。
【請求項７】
　対の固定接点部と、対の固定接点部に接触して対の固定接点部間を短絡させることで回
路を閉じ且つ対の固定接点部から離れることで回路を開く可動接触子とを備え、上記固定
接点部は可動接触子に向けて付勢されているとともにフロート支持されて上記回路を閉じ
た際に可動接触子と一体に動くものであることを特徴とする電磁継電器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気回路の開閉用の電磁継電器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　電磁継電器、殊に電気自動車やハイブリッド自動車などで使用される２００Ｖ以上の直
流高電圧回路の開閉用の電磁継電器では、いわゆる橋絡型の可動接触子を備えたものが用
いられている。一例を図７以下に示す。一対の固定端子１，１を備えた筐体９内には可動
接触子２と電磁石４とが配されている。
【０００３】
　電磁石４は、コイル４１と固定鉄芯４２と可動鉄芯４３，可動鉄芯４３を固定鉄芯４０
から離す方向に付勢する復帰ばね４５，そして可動鉄芯４３に固定されて可動鉄芯４３と
共に動くシャフト４４からなる。
【０００４】
　可動接触子２は、その長手方向両端部に各々固定端子１，１における固定接点部１０，
１０と接触する可動接点部２０，２０を備えて、上記シャフト４４に連結されている。こ
の連結は、シャフト４４に対して可動接触子２がシャフト４４の軸方向に可動となる状態
で行われており、また、可動接触子２の長手方向中央部と筐体９との間には、回路を閉じ
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た際の接点圧を確保するための接圧ばね３が配されている。
【０００５】
　電磁石４における復帰ばね４５は、上記接圧ばね３のばね力よりも大であるために、通
常時、復帰ばね４５による付勢で可動接触子２は対の固定接点部２０，２０から離れて回
路を開いている。そして電磁石４を励磁すれば、可動接触子２が復帰ばね４５に抗して固
定接点側に押されて回路を閉じ、この時、固定接点部１０と可動接点部２０との接触圧が
接圧ばね３によって確保される。
【０００６】
　ここにおいて、両可動接点部２０，２０が各々固定接点部１０，１０に確実に接触した
状態を保つことができるように、可動接触子２とシャフト２との連結は、遊びを持たせた
ものとなっている。この遊びは、両可動接点部２０，２０を結ぶ軸（可動接触子２の長手
方向軸：図８中のＸ）回りにも存在するが、回路を閉じている状態で過電流が流れた際、
Ｘ軸を中心に可動接触子２が揺動して異音が発生する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－２８７５２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は上記の点に鑑みなされたものであって、異音の発生を抑制することができる電
磁継電器を提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、対の固定接点部に接触して対の固定接点部間を短絡させることで回路を閉じ
且つ対の固定接点部から離れることで回路を開く可動接触子を備えるとともに、回路を閉
じた状態の可動接触子に接して可動接触子の揺動を抑制する抑制材を備えていることに特
徴を有している。
【００１０】
　上記抑制材は、弾性を有するものであることが好ましい。
【００１１】
　また、上記可動接触子は、対の固定接点部に接する可動接点部を長手方向両端部の一面
に有して、上記抑制材は可動接触子における上記可動接点部を有する側の面で且つ長手方
向中央部の両側部に夫々接するものを用いることができ、この場合、上記可動接触子の上
記両側部に夫々接する抑制材が相互に連結された形状となっているものが好ましい。
【００１２】
　また、上記可動接触子は、対の固定接点部に接する可動接点部を長手方向両端部の一面
に有しており、上記抑制材は可動接触子における長手方向中央部の両側面に夫々接するも
のであってもよい。
【００１３】
　さらに、上記可動接触子は、電磁石によって駆動されるシャフトに遊びを持って連結さ
れて接圧ばねによって固定接点部に向けて付勢されたものである場合、上記抑制材は上記
シャフトと可動接触子との間に配されて可動接触子に接触するとともに上記上記接圧ばね
が可動接触子に及ぼす力の方向逆方向に上記可動接触子に圧力を加えるものであってもよ
い。
【００１４】
　また本発明は、対の固定接点部と、対の固定接点部に接触して対の固定接点部間を短絡
させることで回路を閉じ且つ対の固定接点部から離れることで回路を開く可動接触子とを
備え、上記固定接点部は可動接触子に向けて付勢されているとともにフロート支持されて
上記回路を閉じた際に可動接触子と一体に動くものであることに他の特徴を有している。



(4) JP 2012-199130 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

【発明の効果】
【００１５】
　本発明においては、可動接触子の揺動が抑制されるために異音の発生も抑制される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】(a)(b)は本発明の実施の形態の一例の要部縦断面図と要部横断面図である。
【図２】(a)(b)(c)は他の実施例の要部縦断面図と要部横断面図と要部斜視図である。
【図３】(a)(b)は更に他の実施例の要部縦断面図と要部横断面図である。
【図４】(a)(b)は別の実施例の要部斜視図と要部横断面図である。
【図５】(a)(b)は更に別の実施例の要部縦断面図と要部横断面図である。
【図６】他の実施の形態の一例の要部断面図である。
【図７】従来例の縦断面図である。
【図８】(a)(b)は同上の要部斜視図と要部横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　実施の形態の一例について図に基づいて詳述する。全体構成、特に固定接点部１０，１
０を有する固定端子１，１及び可動接点部２０，２０を有する可動接触子２は図７に示し
たものと同じである。しかし、筐体９における可動接触子２を納めているセラミック製の
密閉空間内には、固定端子１，１間のところに抑制材５，５を配置してある。相互に連結
されることでコ字形となっている抑制材５，５は、可動接触子２が固定端子１側に移動し
て回路を閉じた時、長手方向両端部に可動接点部２０，２０を有している可動接触子２に
おける長手方向中央部の両側部の固定接点部１０側の面に各々近接対向する、もしくは夫
々接触する。過電流が流れた時にも可動接触子２の前記Ｘ軸回りの揺動が抑制材５によっ
て抑制されるものであり、従って異音の発生も抑制される。
【００１８】
　左右一対の抑制材５，５を筐体９内に配置するにあたっては、図２に示すように、筐体
９内の左右両側壁に抑制材５を固定してもよい。
【００１９】
　また、上記抑制材５としては、弾性を有しており且つ回路が閉じている時には可動接触
子２に常に接しているものを好適に用いることができる。固定接点部１０と可動接点部２
０との接触を確保した状態で可動接触子２の揺動の抑制を確実に行うことができる。
【００２０】
　図３は、図１に示した構成の抑制材５を板ばねで形成した例を示している。図２に示し
た抑制材５を弾性材製としてもよいのはもちろんである。
【００２１】
　さらに抑制材５を弾性を有するものとして形成する場合、図４に示すように、シャフト
４４の先端と可動接触子２の間に配されて可動接触子２の長手方向中央部における両側部
表面にばね圧を常時加えている抑制材５を用いることができる。なお、抑制材５のばね圧
は接圧ばね３のばね圧よりも低いものとする。
【００２２】
　抑制材５に弾性を持たせるにあたっては、板ばね製とすることに限定されるものではな
い。弾性を有して、可動接触子２の上記両側部に圧を加えることができるものであれば、
その材質や形状を問うものではない。
【００２３】
　図５に他の実施の形態の一例を示す。これは可動接触子２の長手方向中央部における両
側面に接触することで可動接触子２の揺動を抑制することになる抑制材５，５を筐体９の
内面に配したものである。この抑制材５にしても、弾性を有するものとしてもよい。
【００２４】
　図６に他の実施の形態の一例を示す。この電磁継電器は、橋絡型の接触子２を有してい
る点では図７に示したものと同じであるが、筐体９内において、接圧ばね３，可動接触子
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【００２５】
　そして可動接触子２が対の固定端子１，１側に向けて接圧ばね３によってばね付勢され
ており、電磁石４を励磁した状態ではシャフト４４が可動接触子２から離れるために上記
ばね付勢で可動接触子２の可動接点部２０，２０が固定端子１，１の固定接点部１０，１
０に接して回路を閉じる。電磁石４を非励磁状態にすれば、シャフト４４を付勢する復帰
ばねのばね力（このばね力は上記接圧ばね３のばね力より大）でシャフト４４が絶縁材４
６を介して可動接触子２を押して固定端子１から離すことで回路を開くものとなっている
。
【００２６】
　この構成の電磁継電器において、ここでは固定端子１，１における固定接点部１０，１
０付近を筐体９に固定せずに、ばね１１，１１によって筐体９から浮かせている。接圧ば
ね３の付勢で可動接触子２の可動接点部２０に接触する固定接点部１０，１０は、上記ば
ね１１によって可動接点部２０側に向けて付勢されていることから、回路が閉じている状
態では稼働接触子２と固定端子１の固定接点部１０，１０は一体の揺動体となるものであ
る。このために揺動体の質量が増加し、過電流が流れて可動接触子２が揺動を始めても、
揺動を継続させるのに必要な力が増加するために、異音が発生しづらくなる。
【００２７】
　図１～図３や図５に示した抑制材５を、図６に示した可動接触子２に対して適用するこ
とも可能である。
【符号の説明】
【００２８】
　１　固定端子
　２　可動接触子
　３　接圧ばね
　４　電磁石
　５　抑制材
　１０　固定接点部
　２０　可動接点部
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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